
入学者の選抜に関すること 

1 学力検査等の内容 

① 学部 

〇ビジネス情報学部 

学校推薦型選抜 1.小論文 2.個人面接 3.書類審査 

総合型選抜 

・A 方式 事前審査 1.課題論文 2.個人面接 

     選抜試験 1.書類審査 ※事前審査通過者のみ実施 

・B 方式  1.小論文 2.個人面接 3.書類審査 

※特待生ついては課題論文を実施 

※スポーツ・文化は指定強化クラブによるセレクション通過者のみ受験可 

※社会人と帰国生徒については 1.個人面接 2.書類審査 を実施 

一般選抜    

・全学統一 本学が指定した科目による学科試験で選考 

必須科目（国語）と選択科目（英語、数学、生物基礎および生物、生物基礎および化学基礎

から 1 科目選択）の 2 科目  

・大学入学共通テスト利用 大学入学共通テストで高得点 2 教科 2 科目で選考 

※一般選抜では英語の外部検定試験の一定のスコア以上を取得している場合、英語の得点

に換算します 

※留学生入試は 日本語試験、個人面接、書類審査を実施 

※編転入試験は 小論文と個人面接で実施 

 

 

 



〇看護学部 

学校推薦型選抜 1.小論文 2.個人面接（口頭試問） 3.書類審査 

総合型選抜 

・A 方式 事前審査 1.課題論文発表 2.グループ面接 

      選抜試験 1.書類審査 ※事前審査通過者のみ実施 

・B 方式  1.課題文型小論文 2.個人面接（口頭試問）  3.書類審査 

※スポーツ・文化は指定強化クラブによるセレクション通過者のみ受験可 

※社会人と帰国生徒については 1.課題論文 2.個人面接 3.書類審査 を実施 

一般選抜 

・全学統一 本学が指定した科目による学科試験で選考 

必須科目（国語）と選択科目（英語、数学、生物基礎および生物、生物基礎および化学基礎

から 1 科目選択）の 2 科目 

・大学入学共通テスト利用 大学入学共通テスト高得点 2 教科 2 科目で選考 

※一般選抜では英語の外部検定試験の一定のスコア以上を取得している場合、英語の得点

に換算します 

② 大学院 

英語、専門科目、個人面接により選抜 

 

2 合否判定の方法及び基準 

〇学部（ビジネス情報学部・看護学部共通） 

・学校推薦型選抜・総合型選抜 

個別学力検査等の内容により総合的に判定 

・一般選抜 

  個別学力検査等の得点合計により判定 



〇大学院 

個別学力検査等の内容により総合的に判定 

 

3 合理的配慮の提供に関する対応方法 

（相談窓口、事前相談や配慮の申請の方法及び受験上の配慮の一般的な例等） 

障がいや疾病等の理由により 、受験上及び修学上特別な配慮を必要とする者は、個々の

状況に応じて可能な範囲で合理的な配慮をいたしますので、出願の際には必ず入学センタ

ーにお問い合わせください。 対応例：難聴者等に対して座席を監督者の近くに設定 等 


